
 

令和７年度 文化財課主要事業の予算 

 

主要事業全体としては、１４億２，２１１万５千円を計上し、昨年度比 １億３，４６８万７千円の減額とな

っている。内訳は以下のとおり。 

 

１ 文化財の保護管理 

◼ ２億２，９７７万７千円（令和６年度から１，１５９万２千円の増） 

◼ （４）①有形文化財（大年寺惣門大規模修繕工事費） 

令和６年度当初予算の一部を令和７年度に繰り越したもの。 

◼ （５）①仙台城跡調査 

東丸土塁樹木伐採の完了等に伴い３，０００万６千円の減。 

◼ （６）史跡の公有化②郡山遺跡買上 

令和６年度に行った個人所有地買上等分が４，３９０万５千円の増。 

 

２ 文化財の普及啓発  

◼ ７１７万１千円（令和６年度から１６６万９千円の減） 

日本の技フェア関連事業（せんだい技フェス）を他事業に継承したことによる減。 

 

３ 文化財調査 

◼ ５億７，１４７万８千円（令和６年度から３，８６０万円の減） 

◼ （１）①仙台城跡の大手門復元基本構想策定業務等に伴い９５６万８千円の増。 

◼ （１）②公共事業・民間事業の受託に係るもの 

３，９５４万２千円の減。民間事業者の開発行為等の進捗によって毎年増減がある。 

 

４ 所管施設の管理運営等 

◼ ３億４，９９６万１千円（令和６年度から５，５９８万１千円の増） 

◼ （５）指定管理施設維持修繕 

富沢遺跡保存館 長寿命化改修工事 設計業務委託（新規）等により４，５５６万１千円の増。 

 

５ 災害復旧事業 

◼ ２億６，３７２万８千円（令和６年度から１億６，１９９万１千円の減） 

 

※詳細は「令和７年度 文化財課主要事業の予算一覧」（資料２別紙）を参照のこと 
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